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去
る
、
九
月
十
五
日
鹿
部
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
鹿

部
町
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
九
月
三
十
日
ま
で

に
七
十
歳
に
な
ら
れ
る
方
、
六

九
三
名
を
招
待
し
一
八
九
名
の

方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、
長
寿
・
米
寿

の
記
念
品
が
川
村
町
長
か
ら
一

人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
、
野
田

町
議
会
議
長
の
祝
辞
の
あ
と
祝

宴
に
入
り
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
、

敬
老
会
に
出
席
さ
れ
た
方
々
へ

料
理
が
用
意
さ
れ
会
食
が
進
む

中
、
町
内
に
在
住
し
て
い
る

方
々
及
び
団
体
よ
り
余
興
が

御
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
余
興
は
、
カ
ラ
オ
ケ

や
、
藤
間
会
に
よ
る
日
本
舞
踊
、

し
か
べ
幼
稚
園
年
長（
り
す
組
・

う
さ
ぎ
組
）
の
園
児
達
に
よ
る

お
遊
戯
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に

園
児
か
ら
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
こ
れ
か
ら
も
長

生
き
し
て
ネ
」
と
励
ま
し
の
言

葉
を
頂
き
、
出
席
さ
れ
た
お
年

寄
り
の
方
々
は
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　高齢社会を迎え、鹿部町の総人口（４，８２５人、８月末）に占める老人人口（６５歳以上）の割合は２２．８％
（１，１０３人）でこの内７０歳以上の方は、６２．８％（６９３人）を占めています。
　●　長寿者（数え年９０歳以上）４６名　※大正６年９月３０日までに生まれた人　
　●　米寿者（数え年８８歳）　　１０名
　　　町内最高高齢者は、澤田トヨさん（９８歳）です。
　くれぐれもお体には十分気をつけて、いつまでもお元気で長生きしてください。
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３８，８８１，９８４６７，２９１．０たこ
５５，３４６９１．９さけ
８８，７６３１１２．６ます
２３９，９４１３，２４２．６いか
２，７０１，６５２７，２９５．５かれい
５２９，５１４１，１００．０あぶらっこ
３３，７９１１０２．５黒そい
６７９，２６９３，６８１．２ほっけ
５６，８２５１９５．１がや
２８，３６０９００．０かじか
２０７，１７２１４０．３平目
１，７７８２４．９さんま
４５１，４０２７２３．３はたはた

５８１．１さば
１４，２５９２０．０福来
２５８，３３０１７７．３まぐろ
１０２，７８２１，１９３．３たら
８，３９６，２６２７０，６１６．８つぶ
４８１，０６８１８５．３えび
２，５０９，３１７３５，１３５．０ほたて
１，０９０，７７３２８，９１７．４いわし
４１８，７９１３，２１５．３その他魚類
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１４，４７５３０６．９すけそ
３９，９９０，４９０５７，３３９．０たこ
２，５３３，８８６６，４９８．７さけ
３，０００１７．２ます
３１２，３０６３，４８８．１いか

２，８５８，３７８６，７３３．９かれい
８９６，３２１１，３６８．５あぶらっこ
５４，５２２１２５．７黒そい

３，２０６，０２２１５，５０８．７ほっけ
９４，２４５２１９．０がや
５２，４６４１，２３７．９かじか
１３９，２３１７３．７平目
４６，４２４３，７１８．４さんま
３１０，３８５１，５３７．５はたはた
４３３５．８さば

８７１，８２７２，８１４．１福来
１１６，１９７３４１．８北寄貝

３，１１２，２９３１，３０２．２まぐろ
９５，３５９８１６．４たら

８，８４３，０３９６７，６５０．６つぶ
２，６８９，８９７１，２７４．６えび
４８５，４６４７，１１３．０ほたて

１，２２１，２５９３９，７８４．１いわし
１，２２１，１３３３，５２６．８その他魚類
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①玉ねぎは薄切りにし切る。しめじ、エリンギ、え
のきだけは半分に切る

②アルミホイルを約２０cmに切り、バターを塗ってす
けそうをのせる。

　４等分にした１つにレモンのスライスをのせ白ワ
イン、こしょうをふる。

③アルミホイルをきちんと包み、オーブントース
ターで約１０～２０分焼く。

①すけそうは一口大に切ります。昆布は、一口大に
切り、大根とにんじんは短冊切り、ジャガイモは
乱切りにします。

②分量の水に昆布、大根、にんじん、じゃがいもを
入れて軟らかくなるまで煮ます。

③すけそうと調味料を加えて味を整え、斜め薄切り
にした長ネギを散らします。

①すけそうは食べやすい大きさに切り、酒をふりか
けておきます。

②大根は短冊切り、ニラは５cmほどに切り、椎茸は
半分に切ります。

③分量の水に昆布をつけてしばらく置いてから、醤
油とみりんを入れ、大根をくわえます。

④大根に火が通ったら、すけそう、ニラ、生椎茸を
いれ、キムチの素、おろし生姜を加えます。

・すけそう　　　　････　４切れ
・玉ねぎ　　　　　････　�コ
・えのきだけ　　　････　�パック
・レモン（スライス）････　４枚
・エリンギ　　　　････　１本
・しめじ　　　　　････　�パック
・白ワイン　　　　････　大さじ４
・こしょう　　　　････　少々
・パセリ　　　　　････　適量
・バター　　　　　････　適量
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・すけそう　　････　５０g　　
・こんぶ　　　････　１０cm
・大根　　　　････　２００g
・にんじん　　････　５０g
・じゃがいも　････　２個　　　
・長ネギ　　　････　１本
・水　　　　　････　４カップ　
・塩　　　　　････　小さじ１と�
・酒　　　　　････　大さじ２
・みりん　　　････　大さじ１
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・すけそう　　　････　４００g　　
・酒　　　　　　････　少々
・大根　　　　　････　４００g
・ニラ　　　　　････　１束
・生椎茸　　　　････　４枚
・水　　　　　　････　５カップ
・昆布　　　　　････　１５cm
・醤油、みりん　････　各大さじ３
・キムチの素　　････　大さじ３
・おろし生姜　　････　適量
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
た
人
が
、
咳
や

く
し
ゃ
み
な
ど
を
す
る
こ
と

に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中

に
広
が
り
、
そ
れ
を
吸
い
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま

す
。

　

典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
症
状
は
、
突
然
の
高
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
で
、
の
ど
の
痛
み
、
咳
、

鼻
水
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

普
通
の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身

症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合

併
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が

多
い
の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
特
徴
で
す
。
ま
た
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始
ま

る
と
、
短
期
間
に
小
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
膨
大
な
数
の
人

を
巻
き
込
む
と
い
う
点
で
も

普
通
の
か
ぜ
と
は
異
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
普
通
の
か
ぜ

が
流
行
し
て
も
死
亡
す
る
人

は
あ
ま
り
増
え
ま
せ
ん
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
と
、
特
に　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
や
慢
性
疾
患
患
者
の
死

�
�
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�
�
�
�
�
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�
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�
�
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亡
率
が
普
段
よ
り
高
く
な
る

と
い
う
点
で
も
普
通
の
か
ぜ

と
は
異
な
り
ま
す
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
空
気

中
に
拡
散
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
か
ら
、

人
込
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
十
分
な

栄
養
や
休
息
を
と
る
こ
と
も

大
事
で
す
。
外
出
時
の
マ
ス

ク
や
帰
宅
時
の
う
が
い
、
手

洗
い
は
、
普
通
の
か
ぜ
の
予

防
と
併
せ
て
効
果
的
で
す
。

そ
し
て
、
予
防
の
基
本
と
な

る
の
は
、
流
行
前
に
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
世
界
的
に
も
認
め
ら
れ

て
お
り
高
齢
者
の
発
病
防
止

や
、
特
に
重
症
化
防
止
に
有

効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２
週

間
程
度
か
か
り
、
そ
の
効
果

が
十
分
に
持
続
す
る
期
間
は

約
５
か
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
、
効
率
的
に
有
効
性
を

高
め
る
た
め
に
は
、
毎
年
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

前
の　

月
中
旬
ま
で
に
接
種

１２

を
う
け
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

��������	
������������������������ �!"�#$%&'()�*���+
��������

１．対　　象　　①接種日において満６５歳以上の方、及び満６０歳以上６４歳までの方で心臓疾患、腎臓疾患、呼吸器疾患等
の内部障害で身体障害者手帳１級をお持ちの方

　　　　　　　　②満１５歳以下で中学校３年生までの方
　　　　　　　　　上記①・②の方で町内又は町外の医療機関でインフルエンザワクチンを接種した方
２．期　　間　　���������	
���������	��
３．助成金額　　１回の接種につき２，０００円・ただし、生活保護世帯は無料。
　　　　　　　　※１回の接種料金が２，０００円に満たない場合は、かかった費用のみ町負担とします。
４．手続き方法　【町内の医療機関で接種を受けられる方】
　　　　　　　　①医療機関へのワクチン接種の予約は各自で行って下さい。
　　　　　　　　②１回の接種料金のうち、町助成分を差し引いた差額分のみ医療機関窓口でお支払い下さい。
　　　　　　　　【町外の医療機関で接種を受けられる方】
　　　　　　　　①医療機関へのワクチン接種の予約は各自で行って下さい。
　　　　　　　　　ただし、�������は事前に役場民生課へ接種の申し込みをして下さい。医療機関に持参してもら

う書類（予防接種依頼書）をお渡しします。
　　　　　　　　②ワクチンの助成金は手続き後、払い戻しとなりますので、一度病院の窓口で、全額、立て替え払いを

してきて下さい。（接種料金は医療機関により異なります。）
　　　　　　　　　病院で支払いをした際にもらったインフルエンザワクチンを接種したことが明記された領収書を役場

民生課まで持ってきて下さい。
　　　　　　　　　助成金は口座振込みとなりますので、その際に預金通帳（郵便局以外の金融機関）の口座番号・口座

名義人名をお知らせ下さい。
５．そ　の　他　　医療機関によっては、予防接種の日時が決まっているところや予約制となっている場合がありますの

で、受診する前に各自で確認して下さい。
☆　詳細については、役場民生課保健推進係７－５２９０へお問い合わせ下さい。☆
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労
働
保
険
は
、
業
務
上
の
災

害
や
通
勤
時
に
負
傷
等
を
し
た

場
合
に
、
補
償
を
行
う
労
災
保

険
と
、
失
業
し
た
場
合
に
失
業

給
付
を
行
う
雇
用
保
険
が
一
体

と
な
っ
て
、
労
働
者
の
生
活
安

定
、
福
祉
の
増
進
等
を
目
的
に

し
た
、
政
府
が
直
接
運
営
、
管

理
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
年
度

も
十
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促

進
月
間
」
と
定
め
、
制
度
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
末
手
続
事
業
の
解
消
を
目

的
と
し
、
広
報
活
動
等
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
、
労
働
災
害
や
失
業

は
避
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す

が
、
絶
対
と
い
う
保
証
は
、
ど

こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
企
業
は
、
個
人
や
法
人

を
問
わ
ず
、
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
速
や
か
に
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
職
場
で
働
く
労
働
者

の
方
々
は
、
事
業
主
を
通
じ
加

入
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
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せ
た
な
町
誕
生
１
周
年
を
記

念
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送
局
と

せ
た
な
町
と
の
共
催
で
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
公
開
録
画
を

行
い
ま
す
。
出
場
・
観
覧
を
受

付
け
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
／　

月
５
日
（
日
）

１１

　

開
場
／
午
前　

時　
１１

　

開
演
／
午
前　

時　

分

１１

４５

※　

月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら

１１
同
一
会
場
で
「
予
選
会
」
を
実
施

●
会
場
／
せ
た
な
町
民
体
育
館

●
ゲ
ス
ト
／
堀
内
孝
雄
・
水
森
か
お
り

●
申
込
締
切
／　

月　

日（
金
）

１０

１３

●
ご
案
内
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送

局
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

℡
０
１
３
８
・
２
７
・
１
３
８
７

●
お
問
合
せ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放

送
局
「
の
ど
自
慢
」
係

℡
０
１
３
８
・
２
７
・
１
１
１
４

　

消
火
器
の
中
古
品
の
高
額
販

売
や
、
不
適
切
な
点
検
に
よ
る

高
額
請
求
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
全

国
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
内
に
お
い
て
も
、
多

数
件
の
ト
ラ
ブ
ル
、
被
害
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
業
者
の
手
口
は
、
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�
等
、
言
葉
巧
み
に
購
入
・

点
検
を
さ
せ
る
よ
う
求
め
て
き

ま
す
の
で
、�
�
�
�
�
�
�

�
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
て
も
、

不
審
な
場
合
は
く
れ
ぐ
れ
も�

�
�
�
�
�
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、

普
段
家
に
居
る
方
や
、
会
社
の

事
務
所
に
居
る
方
、
ア
ル
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
の
方
等
に
、
日
頃

か
ら
注
意
を
呼
び
か
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
消
火
器
の
購
入
を
迫

ら
れ
た
り
、
訪
問
者
を
不
審
に

思
っ
た
場
合
は
消
防
署
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
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建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た

め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で

働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業

界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。
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☆
特
長

●
国
の
制
度
な
ど
で
安
全
、
確
実
、

申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

●
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
掛
金
の
一
部
は
国
が
助
成
し
ま
す
。

●
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要

経
費
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非

課
税
と
な
り
ま
す
。

●
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
建
退
共
北

海
道
支
部
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

℡
０
１
１
・
２
６
１
・
６
１
８
６
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い
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、
一
部

の
業
種
の
場
合
、
加
入
手
続
き

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定

所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
い
お
問
合
せ
先

函
館
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
１
３
８
・
２
３
・
１
２
７
６

函
館
公
共
職
業
安
定
所

℡
０
１
３
８
・
２
６
・
０
７
３
５
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月　

日
（
日
）
か
ら　

月

１０

１５

１０

　

日
（
火
）
ま
で
、
全
道
一
斉

３１秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

例
年
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、

一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
急
激

に
燃
え
広
が
り
大
火
災
と
な
る

危
険
性
が
高
い
た
め
、
火
気
を

取
り
扱
う
場
合
、
特
に
ス
ト
ー

ブ
の
取
り
付
け
や
取
り
扱
い
、

煙
突
の
取
り
付
け
な
ど
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
町
づ

く
り
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
期
間
中
の

　

月　

日
午
後
３
時
か
ら
、
消

１０

１５

防
署
・
消
防
団
の
消
防
自
動
車

に
よ
る
火
災

予
防
パ
レ
ー

ド
を
予
定
し

て
お
り
ま
す

の
で
、
沿
道

で
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
消

防
署
・
消
防
団
に
よ
る
合
同
火

災
演
習
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

大
規
模
建
物
火
災
を
想
定
し
、

消
防
署
・
消
防
団
の
連
携
を
高

め
、
迅
速
な
消
火
活
動
の
実
践

を
目
的
と
し
た
演
習
で
す
。

　

詳
し
い
日
時
場
所
が
決
定
し

だ
い
、
防
災
行
政
無
線
及
び
鹿

部
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周

知
し
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
観
覧
を
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

火
災
予
防
運
動
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　

鹿
部
消
防
署　
　

予
防
係

合
同
火
災
演
習
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

鹿
部
消
防
署　

警
防
係

　
　
　

電
話　

７－

３
３
３
１
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踏
切
事
故
は
ひ
と
た
び
発
生
す
る

と
列
車
の
乗
客
数
が
多
い
だ
け
に
重

大
な
結
果
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
、

ま
た
、
北
海
道
で
は　

月
か
ら
２
月

１２

に
か
け
て
の
積
雪
寒
冷
期
に
お
い
て

多
発
す
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

冬
期
間
に
お
け
る
踏
切
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
平
成　

年　

月　

日
か

１８

１１

１７

ら　

日
ま
で
の　

日
間
を
踏
切
事
故

２６

１０

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
旬
間
と
定
め

て
お
り
ま
す
。
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〇
踏
切
に
近
づ
い
た
ら
路
面
状
況
に
応
じ
、

確
実
に
一
旦
停
止
で
き
る
ス
ピ
ー
ド
に
落

と
し
ま
し
ょ
う
。

〇
踏
切
事
故
は
、
冬
期
間
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

〇
冬
期
間
の
踏
切
事
故
は
、
夏
期
間
の　
２.５

倍
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

〇　

月
か
ら
２
月
の
積
雪
・
寒
冷
期
間
に

１２
年
間
発
生
件
数
の
約
半
分
の
踏
切
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

〇
も
し
、
踏
切
の
中
で
立
ち
往
生
し
た
ら
、

ま
ず
列
車
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
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〇
も
し
、
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ら
、

遮
断
ポ
ー
ル
を
自
動
車
等
で
押
し
出
し
て

脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
「
全
国
道
路
標
識
週
間
」
は
、　

月
１
日
か
ら

１８

１０

　

月
７
日
ま
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
主
旨
は
、
道

１０路
管
理
者
（
国
、
道
、
市
町
村
及
び
日
本
道
路
公
団
）
が
設
置
す

る
道
路
標
識
の
果
た
す
役
割
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
と
、
道
路
標
識
に
関
心
を
た
か
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
標
識
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩

行
者
の
皆
さ
ん
を
目
的
地
ま
で
誘
導
す
る
た
め
の
「
ガ
イ
ド
役
」

と
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
ガ
イ
ド
役
」
の
道
路
標
識
に
は
、
案
内
標
識
、
警
戒
標

識
、
規
制
標
識
、
指
示
標
識
及
び
補
助
標
識
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
標
識
が
、
ど
こ
の
管
理
者
が
設
置
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
、
道
路
標
識
柱
に
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、
市
町

村
、
又
は
公
安
委
員
会
と
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

道
路
に
設
置
し
て
あ
る
道
路
標
識
の
位
置
が
お
か
し
い
、
表
示

内
容
が
分
か
り
に
く
い
、
木
の
陰
に
な
っ
て
い
た
り
、
汚
れ
た
り

破
損
し
て
い
る
等
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
機
関

へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

函
館
開
発
建
設
部　

工
務
課

　
　
　

℡
０
１
３
８－

４
２－

７
１
１
１

　

函
館
土
木
現
業
所　

道
路
建
設
課

　
　
　

℡
０
１
３
８－

４
７－

９
４
０
０

　

鹿
部
町
役
場　

建
設
水
道
課

　
　
　

℡
０
１
３
７
２－

７－

５
２
９
４
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　自賠責保険・共済は、万
一の自動車事故の際の基本
的な対人賠償を目的として、
原動機付自転車を含むすべ
ての自動車に加入が義務づ
けられています（自動車損
害賠償保障法）
　特に、車検制度のない
２５０�以下のバイク（原動機
付自転車・軽二輪自動車は、
有効期限切れ、かけ忘れに
ご注意を！
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���������（１１）

��������	
��（平成１８年１０月１１日から２０日までの間）

�������	�������	

　スローガン��������	
��������
森警察署管内では、８月の刑法犯発生件数が前年比－９件と６ヶ月連続で減少しました。
これは、住民の防犯意識が徐々に地域に根付いてきたものと思われます。
これからもみなさんの力を合わせて「犯罪のないまちづくり」をしていきましょう。

・高齢者の事故防止～夜行反射材の着用を！
・スピードダウン～無理のない運行計画を！
・全員がシートベルト～シートベルトは命綱！
　　後部座席も含めて同乗者全員が着用を！
・飲酒運転追放～飲んだら乗るな！
　　二日酔いでもアルコールの影響が・・・・！

��������	
���������
����

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

０件０件０件０件１件町　内

��������	
����

物損事故傷者数死者数発生件数

１１件２人０人１件町　内

��������	
������

�������	
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�������	
�����

�������	
��
��
　プラスチック製容器包装の指定袋（紫色）は、���
�����がついた容器や袋類を入れる袋です。この
『プラマーク』は「容器包装リサイクル法」に基づき、
商品を入れる容器や商品を包む包装であって、商品を
消費したり商品と分離した場合に不要となるものに、
表示されることとなっています。
　このため、プラスチックであってもハンガー・おも
ちゃ・ボールペン・ビデオテープなどは、商品を入れ
る容器や包んでいる包装ではないので、プラスチック
製容器包装ではなく「燃やせるゴミ」となります。
　「プラスチック製容器包装」と、「プラスチック製品
（商品）」、分かりづらいですが�������	
�
����（表示されているか）で判断してください。
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　渡島支庁では道民の方々の地震に対する不安の解
消と住宅の耐震改修等を促進するため、無料の「耐
震診断」を実施します。
　診断を希望される方は、事前申込のうえ診断日当
日に住宅の図面を持参して支庁窓口へ来庁してくだ
さい。（郵送でも可）
���２階建以下・延床面積５００�以下・申請者が所

有又は住居している戸建て住宅
����平成１８年１０月２日（月）・１１月６日（月）
�������	渡島支庁函館土木現業所企画総務

部建設指導課（０１３８－４７－９４６６）
ＨＰ：������������	
�������������������

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働
くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバ
イト等を含む）に適用される北海道（地域別）最低
賃金が次のとおり改正されます。

���������	
����

�������		
��������
北海道労働局　　　労働基準監督署（支署）
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平成１８年８月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８２９世帯（－７）
　男　　２，３５１ 人 （－６）
　女　　２，４７４ 人 （－２）
　計　　４，８２５ 人 （－８）

●６５歳以上の人口 １，１０３人
　高齢化率　　　　２２．８％
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（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
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を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


